







































































































































と、『月堂見聞集』の享保 8 （1723）年 5 月 2 日の
記事に、宮川筋四町目から出火した火事の類焼記録
がある。






























































【史料 8 】『京都府下遊郭由緒』明治 5−6 年編纂17）　
宝暦元年未五月宮川筋一町目ヨリ六町目迄十年
限茶屋株差許相成追々年限継願済候由











































3−２ ． 宮川町花街 3 領域の成立時期と
その性格













































































寛文 5 1665 祇園町南北側に茶屋や旅籠屋が並ぶ。 京雀
寛文 6 1666 宮川町通開通 京都市の地名
寛文 6 1666 祇園新地外六町として茶屋株が公許 京都坊目誌
延宝 2 1674 宮川筋一～五町目までは成立しているが、六～八町目は建て揃っていない 荻野家文書







貞享 2 1685 遊女を隠し置いていた茶屋が摘発される
京都御役所
向大概覚書












享保 8 1723 火事により182軒半の家が焼失する 月堂見聞集
享保 8 1723 団栗の辻子にて素人の私娼30人が摘発 月堂見聞集
享保16 1731 新道通の開通 月堂見聞集



















































   四条下ル宮川町壱町目
     同　　弐町目
     同　　三町目
     同　　四町目




    同　 七町目
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